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2020年のサービス実現に向けた5G技術特集  

世界主要ベンダとの5G伝送実験  

「5G」ではさらなる高速化・システムの大容量化のみな
らず，超多数デバイス接続のサポートや，さらなる低遅延
伝送への要求など，これらを実現するための要素技術も多
岐にわたり，幅広い周波数帯を対象とする必要がある．そ
こで，効率的な技術検証を行うために，複数の有力ベンダ
との5G実験に関する協力関係を構築した．本稿では，世
界の主要ベンダとの協力による5G伝送実験について概説
し，高周波数帯活用のためのマルチアンテナ伝送技術の検
証を中心に，各社との共同実験により得られた成果を紹介
する． 

  
  

1. まえがき 
「5G」＊1ではLTEと比べ1,000倍以

上の飛躍的なシステム容量の増大を

めざしている．このため，1GHzを超

える超広帯域伝送の実現を視野に入

れ，EHF（Extremely High Frequen-

cy）＊2帯までをもターゲットに含む

高周波数帯の移動通信用途での積極

的活用を実現すべく技術開発が行わ

れている．一方でシステムへの要求

は，大容量化のみならず，超多数デ

バイス接続のサポートやさらなる低

遅延伝送の実現など，より一層多様

化し，それらを実現するための要素

技術も多岐にわたっている．また，

2020年の5Gサービス実現に向け，

早期に技術検証実験を開始し技術検

討を加速させる必要があるなかで，

従来のようにドコモ一社では広範な

検証項目に対し適時に対応できない

恐れがある．そこで，ドコモでは5G

のエコシステム＊3を早期に創出すべ

く，また，効率的・効果的な技術検

証を実現するため，世界の主要なベ

ンダと協力して5Gのキーとなる要

素技術を検証する伝送実験を行って

いる．2015年12月末時点では13社

と個別の実験協力に合意しており，

一部ベンダとは2015年初頭より屋

外での伝送実験を開始した[1] [2]． 

本稿では，これらの5G伝送実験

について概説し，高周波数帯活用の

ためのマルチアンテナ伝送技術に関

する実験結果を中心に，ベンダ各社

との共同実験により得られた成果を

紹介する． 

2. 5G実験協力の概要 
現在，ベンダ各社とともに取り組

んでいる5G伝送実験を大別すると，

①既存のセルラバンドを含む幅広い
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の流れを形作る共存共栄の仕組み． 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

＊1 5G：第4世代移動通信システムの後継にあ
たる次世代移動通信システム． 

＊2 EHF：30～300GHzの周波数の電波．ミリ
波とも呼ばれる． 

＊3 エコシステム：複数の企業が事業活動等の
分野で連携して，お互いの技術や資産を活
かし，消費者や社会までも巻き込んで，研
究開発から販売，宣伝，消費にいたる一連
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表1  5G伝送実験概要 

  協力ベンダ 実験概要 

①幅広い周波数帯
に適用可能な周
波数利用効率改
善技術の実験 

 

アルカテル・ルーセント（仏） ・ブロードバンド通信やM2M通信に適した新しい信号波形の候補についての実験 

富士通（日） 
・単位面積あたりのシステム容量増大のための，超高密度配置された光張出し基
地局における複数光張出し局間での協調無線リソーススケジューリング技術に
ついての実験 

ファーウェイ（中） ・TDDのチャネル可逆性を利用したMU－MIMOや新しい信号波形，多元接続の
高度化に関する実験 

NEC（日） 
・単位面積あたりのシステム容量増大のための，スモールセル向け超多素子アン
テナを使用した時間領域において指向性を制御するビームフォーミング技術に
ついての実験 

パナソニック（日） 
・高周波数帯や無線LANの周波数帯など複数の周波数を組み合わせて効率的に通
信を行うシステム制御技術や，5Gの通信技術に先進画像応用技術などを組み合
わせたシステムソリューションの実験 

②高周波数帯の開
拓に重点を置い
た実験 

 エリクソン（スウェーデン）
（3.1節） 

・高周波数帯の利用を想定した新無線インタフェースのコンセプトおよび空間多
重とビームフォーミングを併用するMassive MIMO技術についての実験 

 サムスン電子（韓）（3.2節） 
・高周波数帯における安定した超広帯域伝送を実現する，デジタルとアナログを
組み合わせたハイブリッドビームフォーミングおよび移動局を追従するビーム
制御技術についての実験 

 三菱電機（日）（3.3節） 
・高周波数帯の超高速伝送を実現する，超多素子アンテナを用いるマルチビーム
多重化技術について，多素子アンテナを仮想的に複数配置することで超多素子
アンテナを実現する基礎的実験 

 ノキアネットワークス 
（フィンランド）（3.4節） ・EHF波帯の移動通信での有効利用を想定した超広帯域無線伝送の実験 

③5G端末デバイ
スに関する実験 

 インテル（米） 
・高速・大容量・低遅延・高信頼といった5Gのコンセプトを実現するスマート
フォンやタブレットなどの携帯電話端末向けの小型・低消費電力チップセット
の試作などを含む実験 

 クアルコム（米） ・数Gbpsのピークデータレートを伴うモバイルブロードバンドの拡張を提供可
能な小型・低消費電力の5Gデバイス実装の検討および実験を視野に入れた協力 

④超高周波帯での
無線装置の性能
評価に関する実
験 

 キーサイト・テクノロジー（日） 

・高周波数帯での超広帯域通信における，基地局と端末の通信性能を測定する技
術の検討 
・Massive MIMOのアンテナ性能の測定技術についての実験 
・高周波数帯における電波伝搬特性の測定と解析，信号波形の生成と解析 

 ローデ・シュワルツ（独） 
・高周波数帯での超広帯域幅におけるMassive MIMOなどの基地局と端末のアン
テナ性能，基地局の通信の性能評価技術の検討 
・高周波数帯における電波伝搬特性の測定と解析，信号波形の生成と解析 

周波数帯に適用可能な周波数利用効

率改善技術に関する実験協力，②

EHF帯を含む高周波数帯の活用に

関する実験協力，③5G端末デバイ

スの検討に向けたキーデバイス

（チップセット＊4）ベンダとの実験

協力，④5G無線アクセス技術およ

び超高周波帯での無線装置の性能を

評価するための測定技術に関する測

定器ベンダとの実験協力に分類され

る（表1）． 

①は，ブロードバンド通信やM2M

（Machine to Machine）＊5など，

利用形態に適した無線伝送方法

や信号波形の設計をはじめ，超

高密度に配置した光張出しス

モールセル＊6によるシステム容

量の増大化技術やMIMO（Mul-

tiple Input Multiple Output）＊7

伝送における，さらなる周波数

利用効率の向上など，さまざま

な要素技術の検証を対象として

いる[3]～[7]． 

②は，現在利用されている周波数

よりも高い，例えば6GHzを超

える周波数を有効活用するため

の無線インタフェース設計を含

上を実現する信号伝送技術． 
 
 
 
 
 
 
 

＊4 チップセット：移動端末ソフトウェアや各
種ハードウェアの処理を制御するための装
置．CPUおよび制御回路を含む一連の装置
をまとめてチップセットと呼ぶ． 

 
 
 
 

＊5 M2M：人間による通信操作を介在しない
機械通信の総称． 

＊6 スモールセル：送信電力が小さく，マクロ
セルに比較して小さいエリアをカバーする
セルの総称． 

＊7 MIMO：同一時間，同一周波数において複
数の送受信アンテナを用いて信号の伝送を
行い，通信品質および周波数利用効率の向
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表2 実験装置基本仕様 

無線アクセス OFDMA 

複信方式 TDD（上り／下り比率＝2：48） 

キャリア周波数 14.9GHz 

システム帯域幅 400MHz 

送信電力 基地局：2.14W（33.3dBm） 
移動局：2.24W（33.5dBm） 

送受信アンテナ数 4 

CC数 4 

サブキャリア間隔 75kHz 

サブフレーム長 0.2ms 

シンボル長 13.3μsec＋CP0.94μsec 

データ変調 QPSK，16QAM，64QAM 

OFDMA：Orthogonal Frequency Division Multiple Access 
TDD： Time Division Duplex 
QPSK： Quadrature Phase Shift Keying 

基地局装置
（無線・アンテナユニット）

測定車 :  屋外用
（移動速度 10km/h）

台車 : 屋内用
（移動速度 3km/h）

移動局装置

 
図1 5G実験装置 

む広帯域移動通信技術，具体的

には高周波数帯における電波伝

搬損失の補償に有効な超多素子

アンテナを用いたMIMO（Mas-

sive MIMO＊8）による超高速大

容量伝送技術やEHF波帯の移

動通信への応用をめざした要素

技術の検証を行っている． 

③は，小型・低消費電力の5Gデ

バイス実現に向けたキーデバイ

スの試作などに関連した実験を

行う予定である． 

④は，EHF波帯における電波伝

搬の解明や超多素子アンテナに

より構成されるアクティブアン

テナシステムの無線性能の評価

手法に関する実験を行う予定で

ある． 

3. 実験結果 
本稿では前述した5G伝送実験の

うち，中・長期的な高速・大容量化

の実現に不可欠である②の高周波数

帯の開拓に重点を置いた実験につい

て解説する． 

3.1 15GHz帯伝送実験 
エリクソンと共同で行っている

15GHz帯を用いた5G無線インタ

フェースコンセプトの検証実験の概

要を以下に解説する[8]～[10]． 

⑴実験概要 

15GHz帯を用いた5G実験装置の

基本仕様を表2に，基地局および移

動局装置を図1にそれぞれ示す．周

波数が連続する4つのコンポーネン

トキャリア（CC：Component Car-

rier）＊9（帯域幅100MHz）をキャリ

アアグリゲーション＊10しており，シ

ステム帯域幅は400MHzとなる．基

地局と移動局は送受信用のアンテ

ナを4つ搭載し，4ストリーム＊11の

MIMO伝送を行う．5Gでは高周波

数帯を利用したスモールセルエリア

の展開が検討されており，本実験装

置を用いて15GHz帯におけるさま

ざまなスモールセル環境での実証実

チャネルに送信されるデータ列． 
 
 
 
 
 
 
 

＊8 Massive MIMO：非常に多数のアンテナを
用いるMIMO伝送技術の総称． 

 
 
 
 
 
 

＊9 コンポーネントキャリア（CC）：キャリア
アグリゲーション（＊10参照）において束
ねられるキャリアを表す用語． 

＊10 キャリアアグリゲーション：複数のコン
ポーネントキャリアを用いて同時に送受信
することで，LTEとの後方互換性を保ちな
がら広帯域化を実現する技術． 

＊11 ストリーム：MIMOに用いられる伝搬路の
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⒜ロビー（屋内環境） ⒝中庭（屋外・屋内環境） ⒞建物間（屋外環境） ⒟駐車場（屋外環境）

10m

アンテナ高：6m
チルト：18度

5.0

2.0

3.0

4.0

1.0

5.8

0

スループット
（Gbps）

20m

30m

10m

20m

10m

20m
100m

50m

アンテナ高：4m
チルト：13.5度

アンテナ高：8m
チルト：2.3度

アンテナ高：6m
チルト：20度

柱

植木

廊下

基地局

 
図2 伝送実験環境およびスループット特性 

験を神奈川県横須賀市のYRP地区

で実施した．実験は図2に示す通り，

⒜ロビー（屋内環境），⒝中庭（屋

外および屋外－屋内），⒞建物間お

よび⒟駐車場（屋外）の4カ所のス

モールセル環境で実施した． 

⑵実験結果 

図2にスループットの実験結果を

あわせて示す．⒜ロビーでは静止時

に最大4.3Gbpsのスループットを実

現している．一方，柱の陰ではス

ループットが減少しており，15GHz

では直接波が支配的であることが確

認できる．⒝中庭における最大ス

ループットは3.6Gbpsであり，基地

局正面において，中庭（屋外）とガ

ラス窓を隔てた廊下（屋外－屋内）

のスループットが等しいことが確認

できる．廊下ではガラス窓を隔てる

ため受信電力が減少する一方，チャ

ネル相関＊12が低減し，ロビー・中

庭では，直接波が支配的であるため

受信電力が強い一方，天井・壁など

からの反射波が得られるものの反射

波の電力が小さいためチャネル相関

が高くなり，スループットが低減す

るからである．これに対し，⒞建物

間（屋外）での実験では，チャネル

相関を低減するために，基地局のア

ンテナ素子間隔を5λから21.5λに

変更しており，最大5.5Gbpsのス

ループットを実現した．最後に⒟屋

外駐車場では，見通し内環境である

ため，チャネル相関が非常に高く，

最大スループットは2.8Gbpsとなっ

た．一方，基地局から100m以上離

れた場所においても平均2Gbpsのス

ループットを実現した． 

以上のように，15GHz帯を用い

た5G屋内外伝送実験を実施し屋外

にて基地局アンテナの素子間隔を

21.5λとすることで，5Gbpsを実現

した．一方，高周波数帯特有の伝搬

特性に起因する伝搬損失およびチャ

ネル相関の増大も確認された．今後

は，これらの課題解決に向けて，基

地局間協調＊13技術，分散MIMO＊14，

ビームフォーミング＊15の技術検証

を進める予定である． 

3.2 28GHz帯伝送実験 
サムスン電子と共同で行っている

28GHz帯を用いた広帯域伝送実験

の概要を以下に解説する[11] [12]． 

⑴実験概要 

表3に各種諸元を図3に実験装置の

外観を示す．中心周波数は27.925GHz，

帯域幅が800MHzの広帯域伝送を行

う．アンテナ構成は，基地局に48

素子の平面アレーアンテナ＊16を2つ，

端末に4素子の線形アレーアンテナ

を2つ搭載している．1つのアレー

アンテナで1ビームを形成し，最大

2ストリームのビーム多重伝送が可

能である．基地局・端末双方でビー

ムフォーミングを行うことが特徴の

1つであり，より高いビーム利得＊17

を得ることができる．複数のビーム

候補の中から，受信電力が最大とな

るよう，基地局および端末のビーム

の組合せを選択する．高周波数帯に

おけるMassive MIMOを用いたビー

ムフォーミングの効果を検証するた

め，韓国・水原にあるサムスンデジ

タルシティにて屋外伝送実験を実施

＊16 アレーアンテナ：複数の素子を配列したア
ンテナのこと． 

＊17 利得：アンテナの放射特性の1つで，アン
テナの最大放射方向の放射強度が基準アン
テナの何倍あるかを示す指標． 

 
 

＊12 チャネル相関：複数の信号の類似性を示す
指標であり，類似性（相関性）が高いと1
に近い値をとり，類似性（相関性）が低い
と0に近い値をとる． 

＊13 基地局間協調：あるUEに対して，複数の
セクタあるいはセルと信号の送受信を行う
技術．複数のセルが協調して送受信を行う
ことにより，他セル干渉低減および所望信

号電力の増大を実現する． 
＊14 分散MIMO：複数の基地局から異なる

MIMOストリームを1つの移動局に送信し
MIMO伝送を行う技術． 

＊15 ビームフォーミング：複数のアンテナの振
幅および位相の制御によってアンテナに指
向性パターンを形成し，特定方向に対する
アンテナ利得を増加／減少させる技術． 
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表3 実験装置諸元 

各諸元 基地局 端末 

アクセス方式 OFDMA 

変調方式 QPSK，16QAM，64QAM 

複信方式 TDD 

中心周波数 27.925GHz 

帯域幅 800MHz 

1アレーあたりのアンテナ素子数 8×6（＝48） 4 

アレーアンテナ数 2 

アレー利得 21dBi 7dBi 

ビーム幅 10° 水平：20° 
垂直：60° 

MIMO構成 最大2ストリーム多重 

dBi：deciBel isotropic 

5mm

25
m

m

42mm

5
6m

m

 
図3 実験装置外観 

した． 

⑵実験結果 

図4に実験環境および下りリンク

スループットの実験結果を示す．こ

の実験では，最大16QAM（Quad-

rature Amplitude Modulation）＊18変

調の適応変調符号化＊19を用いた1ス

トリーム伝送（最大スループット：

1.27Gbps）を行っている．基地局

を高さ23.5mの建物屋上に配置し，

端末は基地局から約200m離れた道

路上を3km/hで移動しながらスルー

プット測定を行った．見通し内環境

では，ビームフォーミングの効果に

より，基地局から200m以上離れた

地点においてもほぼ1.2Gbpsの最大

スループットを達成できることが分

かる．一方，建物によって遮られた

見通し外環境においては，シャドウ

イング損失＊20によりスループット

の低下がみられる．しかしながら，

このような見通し外環境でも基地局

との通信は持続できており，かつ

300Mbps程度の比較的高いスルー

プットが得られることが確認できる．

これは，基地局からの直接波は受信

できないものの，ビーム選択により

周囲の建物からの反射波を受信でき

ているためである． 

本実験により，28GHz帯における

Massive MIMOを用いたビームフォー

ミングによる広帯域伝送の可能性を

明らかにした．今後はストリーム多

重による高速伝送，端末の高速移動

に対するビーム追従性能の検証を行

う． 

3.3 44GHz帯マルチビーム
多重基礎実験 

三菱電機と共同で行っている44GHz

帯マルチビーム多重技術の基礎実験

について以下に解説する[13]～[15]．

高周波数帯における電波伝搬損失の

補償と飛躍的な周波数利用効率の向

上を実現するため，Massive MIMO

を用いたマルチビーム多重技術に着

 
 
 

＊18 16QAM：デジタル変調方式の1つ．振幅と
位相の異なる16通りの信号を組み合わせる
ことにより，同時に4ビットの情報を送信
可能． 

＊19 適応変調符号化：無線伝搬路の状況に応じ
て変調方式および符号化方式を変化させる
方法．伝搬環境が劣悪な場合は信頼性を高
め，伝搬環境が良好な場合は高いスルー

プットを得られるように，変調方式と符号
化方式を適応的に変化させる． 

＊20 シャドウイング損失：移動通信端末が建物
の影などに入ることによって受信電力が低
下する現象をシャドウイングと呼び，受信
電力の低下量のことを損失と呼ぶ． 
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図4 屋外伝送実験 

APAA

ポジショナ

APAA

 
図5 APAA基地局装置と仮想ビーム多重APAA-MIMO 

目し，44GHz帯におけるマルチビー

ム多重技術の可能性を検証するため

の屋外基礎実験およびその測定デー

タを用いたシミュレーション検討に

ついて概要を紹介する． 

⑴APAA-MIMO 

本実験では，アクティブ・フェー

ズド・アレー・アンテナ（APAA）＊21

によるアナログビームフォーミング

とデジタル信号処理によるMIMOプ

リコーディングを組み合わせたハイ

ブリッドビームフォーミング構成で

あるAPAA-MIMOを検討している．

5Gで要求される超大容量伝送を実

現するためには，広帯域化に加えて

周波数利用効率のさらなる向上が必

要であり，APAAで生成されるマル

チビームを用いて，より多くのスト

リームをMIMO空間多重する必要が

ある．APAA-MIMOではマルチ

ビーム間で発生する干渉をプリコー

ディングにより抑圧することが可能

である． 

⑵実験概要 

APAA-MIMOによるマルチビー

ム多重技術を検証するため，図5に

示す44GHz帯APAAを用いた屋外基

礎実験を行っている．表4に基礎実

験における実験装置の諸元を示す．

APAAは8×6（＝48）素子の平面

 
 

＊21 アクティブ・フェーズド・アレー・アンテ
ナ（APAA）：アンテナ素子ごとに増幅
器・移相器を備えており，電波の指向性
（ビーム）を電子的に制御することが可能
なアレーアンテナ． 
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表4 実験装置諸元 

中心周波数 44GHz 

基地局アンテナ 

APAA 

アンテナ素子数 8×6（＝48） 

空中線利得 17.2dBi 

受信局アンテナ 
ホーンアンテナ 

受信アンテナ利得 20.4dBi 

0.8Gbps

1.4Gbps

1.8Gbps

2.2Gbps

1.3Gbps

1.3Gbps
1.3Gbps

1.4Gbps

1.0Gbps

0.7Gbps

1.5Gbps

0.7Gbps

1.8Gbps

1.1Gbps

1.5Gbps

基地局
（APAA）合計: 21.1Gbps

100m

伝送方式：OFDMA
占有信号帯域幅：500MHz
最大変調レベル・符号化率：256QAM，3/4
伝送効率：80％ 送信出力：33dBm／ストリーム

2.2

0

2.0

1.0

スループット
（Gbps）

1.3Gbps

 
図6 伝搬測定に基づくシミュレーションによる16ビーム多重伝送特性評価 

アレー構成となっており，全素子を

用いて1つのビームを生成する．マ

ルチビーム多重の検討を行うため，

図5に示すように，ポジショナを用

いてAPAAを移動させて，仮想的に

48×16（＝768）素子を用いた16

ビーム多重の性能評価をめざす．ま

ずは，その基礎実験として，兵庫県

尼崎市の三菱電機の工場内にて，

APAAでアナログビームフォーミン

グを動作させたときの屋外伝搬測定

を行い，その測定データに基づいた

シミュレーションにより，16ユー

ザ多重時の伝送特性を評価した． 

⑶実験結果 

その評価結果を図6に示す．基地

局に近い地点のユーザは2Gbps前後，

基地局から100m程度離れた地点の

ユーザでも1Gbps前後の高いスルー

プットを達成でき，全ユーザの合計

スループットは21.1Gbpsに達する

ことを確認できた． 

今後は，さらなる伝送実験および

伝搬実験を通して，シミュレーショ

ンと組み合わせながら，APAA-

MIMOのアンテナ・回路構成の最適

化，多重できるビーム数の最大値，

アナログビームフォーミングのビー

ム探索間隔・範囲，プリコーディン

グの最適化，ユーザ多重制御の検討

を行う． 

3.4 70GHz帯ミリ波伝送実験 
ノキアネットワークスと共同で

行っている70GHz帯ミリ波伝送実

験におけるビームフォーミングの技

術検証について以下に解説する[16] 

[17]．本実験ではスモールセルや屋

内・ホットスポット＊22での利用を

想定したカバレッジや移動性能を実

現するためのビームフォーミング技

術の実験を行っている． 

⑴実験概要 

実験装置の基本仕様を表5に，基

地局および移動局装置を図7にそれ

ぞれ示す．装置の中心周波数は

73.5GHz，システム帯域幅は1GHz

である．基地局装置では，水平

±17.5度，垂直±4.0度の範囲で，

半値幅＊23 3度のビームを制御する．

基地局のビームは64通り（垂直方向

4通り，水平方向16通り）の候補の

中から移動局の受信品質が良いビー

ムが選択される仕組みを持つ． 

ミリ波での伝送特性およびビーム

フォーミングの評価にあたり，さま

ざまなスモールセル環境での実証実

験を神奈川県横須賀市のYRP地区

で実施した．実験の様子を図8に示

す．ここでは，⒜中庭（屋外見通し

内環境），⒝ロビー（屋内見通し内

および見通し外環境），⒞地下駐車

場（屋内見通し内および見通し外環

境）での結果を示す．各環境におい

て基地局からの距離がおおよそ20m，

（20m，35m），（40m，60m）の直線

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

＊22 ホットスポット：駅前広場など，トラ
フィックが集中して発生する場所． 

＊23 半値幅：アンテナから放射されている電力
がその最大値から半分になるまでの角度範
囲．指向性の鋭さを表す． 
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⒝ロビー：セル半径35m 
（屋内見通し内および見通し外環境）

⒜中庭：セル半径20m
（屋外見通し内環境）

⒞地下駐車場：セル半径60m 
（屋内見通し内および見通し外環境）

基地局

 
図8 伝送実験環境 

表5 実験装置基本仕様 

無線アクセス NCP-SC 

複信方式 TDD 
（上り／下り比率＝12：188） 

中心周波数 73.5GHz 

システム帯域幅 1GHz 

送信電力 23.6dBm（0.229W） 

送受信アンテナ数 1 

TTI長 100μsec 

データ変調 BPSK，QPSK，16QAM 

BPSK： Binary Phase Shift Keying 
NCP-SC：Null Cyclic Prefix Single Carrier 

基地局装置 移動局装置
 

図7 実験装置外観 

コース上で評価した．移動局の移動

速度は歩行速度を想定した約4km/h

とした．移動局の移動に伴い最適な

ビームが変化し，それにあわせて基

地局のビームが適切に追従した． 

⑵実験結果 

図9に各環境におけるスループッ

トの累積分布特性（CDF：Cumula-

tive Distribution Function）＊24を示

す．CDFによりコース上のスルー

プットの分布の割合を確認すること

ができる．いずれの環境においても

装置の最大伝送スループットである

2Gbps以上を達成しておりコースに

よりその割合が異なることが確認で

きる．特に，見通し内環境において

はコース上の多くの領域で最大ス

ループットを達成した． 

現在は，図10に示すようなビーム

状態の可視化システムを開発し，ミ

リ波の伝送特性の解明を進めている．

さらに，より実際の環境に近い市街

地環境での検証も行っている．今後

＊24 累積分布特性（CDF）：確率変数がある値
以下の値をとる確率を表したもの． 
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図9 スループット特性 

 
図10 ビーム状態の可視化システム 

はより見通しの確保ができる複数の

基地局によるマルチサイト化の検証

も行う予定である． 

4. あとがき 
本稿では，現在ドコモが取り組ん

でいる，主要ベンダとの協力による

5G伝送実験について概説し，高周

波数帯の活用に向けた要素技術の検

証実験を中心に紹介した．得られた

実験結果はドコモが提唱する5Gコ

ンセプトの検証結果として，世界の

5G関連の研究団体や国際会議，

2016年以降本格的に開始される5G

の標準化活動などの場での議論に寄

与していくとともに，より高度な技

術の創出に向けた検討において活用

する予定である． 
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